
栃木農試研報No.20（1975）

栃木県産米の品質向上に関する調査研究

　　第2報　登熟期の気象条件と玄米の粒形

栃木喜八郎・外山宏樹

　　　1　緒　　　　　言

　近年，米の生産過剰にともない，品質食味が

重視されてきた．本県は米の生産高が40万t

と主要生産県であるが，生産された米の品質評

価は全国平均をやや上まわる程度で，良質米生

産県としての評価をうけるにいたっていない．

しかし，栽培技術上の問題点の摘出，品質解明

の報告はわずかである．そこで，品質の改善に

関する調査研究を1970年から開始した．
　　　1）
　第1報において，本県の品質の実態につい

て報告し，登熟の地域差を指摘した．本報告に

おいては，その地域差を気象の面から解明すべ

く1971～1972年にわたり調査した結果

を報告する．

第1図　 調査地点

　　　　Ⅱ　試　験　方　法

　品種はコシヒカリを用い，3月31日には種，

保温折衷苗代で育苗し，5月9日に5，000分

の一アールポツトに1株3本あて3株を移植し

た。

　土壌は黒色土壌，粘土火田腐植型を使用．1

ポツトあたり窒素，リン酸，カリおのおの1g

を施用した．ポツトは出穂直前まであみ室内に

置き，7月24日から26日にかけて現地の水

田に設置し，成熟期に収穫した．

　収穫物は比重1、06で塩水選を行ない，籾す

りした玄米について以下の調査をした．

　粒厚分布：　たて目ふるいで玄米200ｇを

5分間振とう，2回反復した．

　玄米の長さ，幅，厚さ：　たて目ふるいにか

け，粒厚1．7mm以上の玄米について50粒測定

した。

　調査地は第1図のとおりである．考察に用い

た調査地の気象観測は農試，黒磯は各農試場内

で観測，その他の調査地は近くの観測所の観測

値を用いたが，湯津上及び小川調査地は馬頭観

測所の数値を用いた．

　　　　　Ⅲ　試験結果及ぴ考察

　　　気象観測の結果は第1表に示したが，期間を

　　40日とし，前の20日間を前期，後の20日

　　間を後期として集計した．

　　　登熟歩合は真岡，粟野調査地で高く，矢板で

　　特異的に低かった．登熟に関する調査研究は多
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第1表主要気象 1972
謹黒磯今市黒羽馬頭矢板農試㌔都粟野真岡栃木佐野足利
　　前期28．850．350．9馴。551．629651．051．751．751，651．552，4

難後期26・2Z92a92912a82Z52a62922952a9291298
　　平均2Z429129950．250．528．6298ろ0．450。55α230．551。1
　　前期1951992巳520．020．220．821。521．0．21。821．721。722．4
最低後期18．518．819018．718．919520。219819720．620．52“
気温
　　平均18．91931971％19720．22α820．420．721．121．021。7

　　前期　814974246021295515555550
降水量　後　期　“2106　94　146109　86“6U5　56　85　66　45

　　　計195155168170169107－45148711189975
　　前期　7　7　8　6　7　41511　6　6　9　5

　　　計161616141712221915141710

第2表調査結果 1972
項目登熟歩合 粒　　径　π彿

調査地 ％
長　さ　　巾　　厚　さ　長さ×巾
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8　4．ろ　　　4．8　5　　　2，8　1　　　2．0　4　　　1　5．6　5

58．0

55．1

41．7

40．0

51．8

61．7

4Z7
55．2

62．4

71．0

61．9

42．2

5Z2

1？91
1991
20．01

1995
20．24

20．68

20．41

20．66

20．48

20．18

20．05

20．00

20．50

一56一



　　　　2）く，松島ら　による一連の研究は日射量，気温

及び気温較差が登熟歩合を左右するとした。本

試験においても第2図に示すように前期の最低

気温が上昇するにしたがって登熟歩合が上る傾

向を認めた。しかし，気温較誰については明り

ょうな傾向は認められなかった．

　日照と登熟歩合の関係については，日照時間，

日射量の観測値が少ないため降水量，降雨日数

で考察した．その結果第5図に示すとおり登熟

前期の降水量との間に逆相関が認められ，日照

との関連が確認された．

　本県における登熟期条件は年平均気温15℃の

等温線を境として区分され，今市，黒磯，矢板，

黒羽などの低海地域では気温的に不利な条件と

なるとともに8月の降水量150彿彿の線が15

℃の等温線とほぽ一致し，降水量も多くなる．

　　　　　　　2）
したがって，松島ら　は登熟には気温較差の必

要性を報告しているが，これらの地域にあって

は，絶対温度の高い時期の出穂が必要となる．

　玄米の長さは県中南部で長い傾向にあるが，

温度的要素との関係は明りょうでなかった，し

かし第4図のように降水量，降雨日数との間に

相関が認められる．

　幅についても長さと同様降水量，降雨日数と

の間に相関が認められ，ことに前期において相

関が高い．

　玄米の厚さは粒厚分布及び粒形測定の結果

気温との相関が認められ，第6図のように粒厚

2．0冨鴛以上の割合が最高気温との相関が認めら

れる．また，降雨日数が多くなると2．0窮鴛以下

の割合が増加する傾向が認められる。すなわち，

粒の厚さは登熟歩合と同様に気温，日照条件で

大きくなる．

　玄米千粒重は県中南部で重い傾向にある．ま

た千粒重の重い調査地では粒長及ぴ厚ざにつ

れて千粒重の動きが認められる．
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第5図　玄米の長さ，巾と降雨日数

29 ろ1前期最高気温ecl

第6図　玄米の厚さと最高気温

　以上のように粒厚は登熟歩合と同様に高温，

多照で大きくなることを認めた．しかし，長さ，

幅は降水量，降雨日数と相関が高く，不良条件
　　　　　　　　　　ろ）
で増大している．松島ら　は同化量測定のさい

湿度を過飽和にした場合に光一飽和現象が消失

することを認めていることから，本試験におけ

る長さ，幅の増大は湿度によるものと考察され

る．

　したがって，良好な気象条件下では登熟歩合

が高く，玄米は長さがつまり粒厚が厚く丸味を

もった玄米の生産が可能である．

　　　　IV　摘　　　　　要

　本県産米の実態を気象的に解明するため，出

穂直前まで同一条件で栽培し，出穂期に現地

15か所に設置検討した．

　1．登熟歩合及び粒厚：についてば高温，多

照の条件下で増大レ，県北部においては高温時

の登熟が絶対条件である．

　2．粒長及び幅は，降水量，降雨日数と相関

があり，空気中の湿度によるものと考察した．

　　　引　　用　　文　　献

1．奥山隆治・栃木喜八郎・外山宏樹

　（1974）栃木農試研報18：↑1～

　　20

2．松島省三・角田公正・真中多喜夫

　（1958』）農および園55（6）：877

　　～885
5　松島省三・岡部俊・和田源七（1958）

　　農および園55（4）＝591～596

、
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栃木農試研報晦20（1975）
栃木県産米の品質向上に関する調査研究
　　第2報　登熟期の気象条件と玄米の粒形
栃木喜八郎・外山宏樹
　　　1　緒　　　　　言
　近年，米の生産過剰にともない，品質食味が
重視されてきた．本県は米の生産高が40万t
と主要生産県であるが，生産された米の品質評
価は全国平均をやや上まわる程度で，良質米生
産県としての評価をうけるにいたっていない．
しかし，栽培技術上の問題点の摘出，品質解明
の報告はわずかである．そこで，品質の改善に
関する調査研究を1970年から開始した．
　　　1）
　第1報において，本県の品質の実態につい
て報告し，登熟の地域差を指摘した．本報告に
おいては，その地域差を気象の面から解明すべ
く1971〜1972年にわたり調査した結果
を報告する．
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第1図　調査地点
　　　　皿　試　験　方　法
　品種はコシヒカリを用い，5月ろ1日には種，
保温折衷苗代で育苗し，5月9日に5，000分
の一アールポツトに1株5本あてろ株を移植し
た．
　土壌は黒色土壌，粘土火田腐植型を使用．1
ポツトあたり窒素，リン酸，カリおのおの1g
を施用した．ポツトは出穂直前まであみ室内に
置き，7月24日から26日にかけて現地の水
田に設置し，成熟期に収穫した．
　収穫物は比重1、06で塩水選を行ない，籾す
りした玄米について以下の調査をした．
　粒厚分布：　たて目ふるいで玄米2009を
5分間振とう，2回反復した．
　玄米の長さ，幅，厚さ：　たて目ふるいにか
け，粒厚1．7π励以上の玄米について50粒測定
した。
　調査地は第1図のとおりである．考察に用い
た調査地の気象観測は農試，黒磯は各農試場内
で観測，その他の調査地は近くの観測所の観測
値を用いたが，湯津上及び小川調査地は馬頭観
測所の数値を用いた．
　　　　　　皿　試験結果及ぴ考察
　　　気象観測の結果は第1表に示したが，期間を
　　40日とし，前の20日間を前期，後の20日
　　間を後期として集計した．
　　　登熟歩合は真岡，粟野調査地で高く，矢板で
　　特異的に低かった．登熟に関する調査研究は多
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